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Abstract：In the simulated class of the science teaching method in the university, it is important to receive an advice 
from the university teacher.　In this practice, when doing the lecture which introduced an simulated class by the 
science teaching method, it does the e-learning which used two mailing lists. It thinks much of the e learning style，
however, the day not to be a school day, it is because it thinks that the guide is important. 
In this research, it investigated which degree ML the student used. Also, it investigated how the student was thinking 
about the e-learning. It found that an ML was often used for preparation, a revision as a result of the investigation. This 
practice functioned as the active-learning. It became the practice example of the blended-learning, too.


















ると，2008 年では 30 歳未満の理科教員は理科教員全
体の 15．7% であったのが 4），2012 年では 21．5% に増
加している 4），5）。また，教職歴 5 年未満の経験の浅い
中学校理科教員では，「実験・観察について知識が十
分にある」という質問について，「そう思わない」「や
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ものは 2012 年では 52．8％とわずかに改善されたが，
「実験・観察について技能が十分にある」について，「そ
う思わない」「ややそう思わない」の合計は 2008 年の
48．5％から 2012 年では 52．4％と増加した 4），5）。また，
理科の各領域の指導について「苦手」「やや苦手」の合
計は，2008 年は第 1 分野の物理領域で 51．5%，化学領
域で 22．1%，第 2 分野の生物領域で 28．0%，地学領域
で 52．9% であり，2012 年では， 第 1 分野の物理領域










JST によると，2008 年では，教職歴 5 年未満の経験
の浅い中学校理科教員について，「校内での理科の授
業改善につながる協議を月に数回以上行っている」の




















































































ている。授業は 2012 年 4 月 29 日，5 月 26 日，6 月 9 日，
6 月 30 日，7 月 14 日に集中講義として行った。








業 は 2012 年 9 月 19 日 ～ 2013 年 1 月 9 日 に，15 回 の
通常講義として行った。
③ 2013 年度　京都府の F 大学
教職課程必修科目の理科教育法を受講する 2 年生以
上の学生 24 名（修士課程・博士課程の学生を含む）を
調査対象とした。授業は 2013 年 4 月 27 日，6 月 8 日，
6 月 22 日，6 月 30 日に集中講義として行った。
④ 2014 年度　京都府の F 大学
教職課程必修科目の理科教育法を受講する 2 年生以
上の学生 21 名（修士課程・博士課程の学生を含む）を
調査対象とした。授業は 2014 年 4 月 26 日，5 月 17 日，
5 月 31 日，6 月 7 日に集中講義として行った。
b．授業の特徴
川村メソッドの大まかな特徴を①～⑨に示す。
①実験部分に特化した 15 分程度の模擬授業を各班 3
～ 4 回，その後に指導案付きの 30 分程度の模擬授業






















































































































































































デッドラーニングとなっている。図 3 は 2014 年京都
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